


はじめに 
 

 草加市教育委員会では、平成２４年３月に草加市教育振興基本計画

「笑顔かがやく草加教育プラン」を策定し、「生きる力を共に教え育て

る草加の教育」を基本理念として掲げ、学校・家庭・地域が連携し、 

本市の教育の振興を図るための様々な施策を展開してきました。 

 策定から４年が経過する中においても、少子高齢化、経済・社会の 

グローバル化、高度情報化などが大きく進展し、教育を取り巻く環境は

大きく変わり、取り組むべき課題はさらに多様化し、複雑なものとなっ

てきています。 

 平成２７年４月には教育委員会制度の抜本的な見直しが行われ、教育

の政治的中立性、継続性、安定性を確保しつつ、地方教育行政における

責任の明確化、迅速な危機管理体制の構築、市長との連携強化を図るこ

ととされました。 

 このような状況の中、草加市教育委員会では、これまでの取組の成果

と課題、国や県、更には社会の動向を踏まえ、今後４年間を通じて目指

す教育の姿、施策展開の方向と具体的に取り組む施策を整理し、ここに

本市における教育行政の最上位計画として、第二次草加市教育振興基本

計画を策定しました。 

 また、平成２８年度は、本市の将来を見据えた第四次草加市総合振興

計画が新たにスタートする年でもあります。めざす都市像「快適都市～

地域の豊かさの創出～」を実現するためにも、第二次草加市教育振興基

本計画に基づき、確かな学力を育成し、心豊かでたくましい子どもを地

域社会ではぐくみ、生涯にわたり学習できるまちづくりを市長と連携を

図りながら、目指してまいります。 

 今後とも、本計画実現のため、学校、家庭、地域など関係者や関係機

関が一体となり、本市の教育の充実、発展に努めてまいりますので、市

民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

平成２８年２月     

 

草加市教育委員会    

 

教育長         
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第１章 計画の基本的事項 

 １ 計画策定の経緯及び位置付け 
 

 急速に進む少子高齢化、高度情報化、グローバル化、さらに東日本大震災の発生など、

社会全体が大きく変化している中で、教育の分野では、子どもたちの学ぶ意欲や、学力、

体力・運動能力の低下、不登校、いじめなどの問題行動、規範意識や倫理観の低下など、

早急に対応しなければならない様々な課題が生じています。 

 本市では、平成２４年３月に、草加市教育振興基本計画を策定し、「生きる力を共に

教え育てる草加の教育」を基本理念として掲げ、次代を担う子どもたちの育成を目指し

た様々な教育活動や地域に根差した生涯学習活動を展開してきました。 

 また、平成２４年度に策定した「子ども教育連携推進基本方針」に基づき、子どもた

ち一人ひとりの「生きる力✪」の育成を図るため、生まれてから中学校卒業までの育ち

をともに支える子ども教育の連携を推進してきました。併せて、子どもたちが安全にそ

して安心して学べる環境を充実させるため、校舎、屋内運動場等の耐震補強工事を完了

させ、夏の暑さ対策として小中学校の普通教室や音楽室へのエアコン設置を行いました。 

 さらに、市民の「学び」の支援を図るため、生涯学習情報提供サイトを開設するとと

もに、新里文化センターの建設や栄小学校施設の一般開放などにより、地域住民が自主

的・主体的に生涯学習活動や地域の課題に取り組むことができるまちづくり活動の拠点

整備を行いました。 

 平成２６年３月には、草加松原✪が「おくのほそ道の風景地」の一群をなすものとし

て、国の名勝に指定され、草加の文化的価値を広めることができました。 

 人権教育では、学校における人権指導者研修の充実に努めるとともに、公民館等や関

係団体を通じた市民への啓発活動を展開してきました。 

 そうした中、国においては、社会状況の変化への対応や教育基本法の理念の実現に向

け、平成２５年６月に第２期教育振興基本計画を策定し、さらに埼玉県においても、平

成２６年６月には第２期教育振興基本計画「生きる力と絆の埼玉教育プラン」を策定し、

目指すべき教育の姿を明示しています。 

 本市においても、第一次計画が平成２７年度末に終了することから、国や県の計画を

参酌するとともに、第四次草加市総合振興計画を踏まえ、将来を見据えた目指すべき教

育の姿と取り組むべき施策の方向性を明らかにし、教育行政を総合的かつ計画的に推進

するため、平成２８年度を計画初年度とする「第二次草加市教育振興基本計画」を策定

する運びとなりました。 
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第２期教育振興基本計画 

（平成２５年度〜平成２９年度） 第⼆次草加市 
教育振興基本計画 

（平成２８年度〜平成３１年度）

草加市における

個別計画 

第四次草加市総合振興計画 
（平成２８年度〜平成４７年度） 

教育における個別計画 

○草加市⽣涯学習基本構想・基本計画 

○草加市⼦ども教育連携推進基本⽅針・⾏動計画 など 

国 

市

参 酌 

第２期教育振興基本計画 

（平成２６年度〜平成３０年度） 

県 

参 酌 

連 動

連 携
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 ２ 計画の策定⼿続 
 

 第二次草加市教育振興基本計画の策定に当たり、教育関係者、関係団体に意見を伺い、

反映させました。また、パブリックコメント等を通じ、広く市民の皆様からの意見を盛

り込みました。 

 

 ３ 計画の対象 
 

 生涯における人間の学びの場は、大きく学校・家庭・地域の３つに分かれています。 

 第二次草加市教育振興基本計画は、この３つの学びの場における教育が、有機的なつ

ながりをもって進められていくことの重要性を踏まえ、幼稚園・保育園・認定こども園

における幼児期教育及び小中学校における学校教育、家庭や地域における社会教育を含

めた生涯学習を対象としています。 

 

 ４ 計画の期間 
 

 第二次草加市教育振興基本計画の対象期間は、第四次草加市総合振興計画基本計画と

の整合性を図るため、平成２８年度から平成３１年度までの４年間とします。 

 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度

 

 

 

 

 ５ 計画の進⾏管理 
 

 第二次草加市教育振興基本計画の進行を管理していくため、毎年度、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第２６条の規定に基づく事務の点検及び評価の過程におい

て、有識者の知見等を活用する中で、施策の評価を行います。 

 計画の進行状況を把握するとともに、必要な改善、見直しを行い、結果を公表します。

その結果は、翌年度以降の施策に反映させながら、計画の実現を図っていきます。 

 

第⼆次草加市教育振興基本計画

次期計画 ⾒直し

 
 

 
 
  第２章 

教育を取り巻く環境

の変化と課題 



6 76 
 
 

第２章 教育を取り巻く環境の変化と課題 

 １ ⼈⼝減少に伴う少⼦⾼齢化社会 
 

 本計画の計画期間における本市の総人口は、平成２８年の２４５，３１３人から、 

平成３１年の２４５，６３４人へと微増にとどまるものと推計されます。また、平成 

３３年から総人口は減少に転じ、学校教育等の対象となる年少人口（０～１４歳）及び

社会を支える生産年齢人口（１５～６４歳）の減少と、６５歳以上の老年人口の増加が

予測されています。 

 将来の発展を担うのは、まさしく「人」です。少子化の進行が続く現状を踏まえると、

将来を担う「人」づくり、すなわち一人ひとりの子どもたちのよさや可能性が発揮され

るような取組に力を注いでいくことが、より一層求められています。 

 特に、現代においては、経済的な格差の進行が指摘されており、教育やその後の就業

の状況などとあいまって、格差の再生産・固定化が進行し、これが社会の活力低下や不

安定化につながることが懸念されています。そのため、経済的な格差に影響を受けるこ

となく、子どもたちがその能力に応じて等しく教育を受けられるような取組を推進する

ことが求められています。 

 また、今まで社会を支えてきた経験豊富な高年者に、今後、学校教育をより効果的に

進めるため、地域活動の担い手として活躍できる環境を整備していく必要があります。 

  

第２章 教育を取り巻く環境の変化と課題 

 
 

 

 ２ ＩＣＴの発達・普及によるグローバル化の進展と学⼒の向上 
 

 世界規模で人、モノ、情報などのグローバル化が進展し、ＩＣＴ✪の発達・普及に伴

い、各国間の時間的・空間的距離が非常に近くなりました。 

 特に、インターネットを始めとするＩＣＴの発達・普及が飛躍的に進み、私たちの社

会活動のスタイルに大きな変化をもたらしています。 

 ＩＣＴの発達・普及により、情報や知識の円滑な共有化を始め、コミュニケーション

の活発化などが期待されています。しかしながらその一方で、有害情報の氾濫、個人情

報の漏えいなど、新たな問題が発生しています。 

 そのため、情報を活用する力や自ら考え行動する力を高め、高度情報化社会の特性を

理解し、情報モラルに対する正しい知識の習得と態度の育成が必要となってきます。 

 また、情報の共有性や双方向性といった特徴を持つＩＣＴ機器を効果的に活用し、分

かりやすい授業の実現や児童生徒の情報活用能力を育成するためにも、学校のＩＣＴ環

境を整備していく必要があります。 

 さらに、ＩＣＴを活用して授業の中で個別指導やアクティブ・ラーニング✪（主体的・

協働的で能動的な学び）に取り組むための環境づくりや教員の研修を行い、学力の向上

を図る必要があります。 

 

 ３ ライフスタイルの多様化や家庭・地域社会の変化 
 

 人々の価値観は、生活水準の向上や自由時間の増大等を背景に、集団よりも個を重視

する傾向が強まり、ライフスタイルの多様化が進展していることから、地縁的なつなが

りの希薄化が懸念されています。また、核家族化や少子化の進行により、家庭の教育力

の低下が懸念されています。 

 特に、家庭教育は、すべての教育の出発点であり、子どもが基本的な生活習慣や他人

に対する思いやりなど、社会的な規範意識を身に付ける上で重要な役割を果たすもので

す。家庭においては、幼児期の発達段階から、社会のルール・モラル・マナーを守る規

範意識の醸成が期待されます。 

 また、家庭の教育力の低下は、単に個々の親だけの問題ではなく、親や子どもを取り

巻く地域や社会の大きな変化の中で、親子の学びや育ちを地域で支える環境が崩れてき

ていることもその要因に挙げられます。 

 そのため、学校・家庭・地域の連携のもとで、地域社会が一体となり、子どもたちの

教育を支えていく環境を整備していく必要があります。 
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 ４ 教育⾏政における市⻑と教育委員会の連携 
 

 平成２７年４月、約６０年ぶりに教育委員会制度の抜本的な改革が行われました。 

 この改革により、市長と教育委員会がそれぞれの役割分担を踏まえつつ、相互に連携

を図りながら教育施策を進める仕組みが整備されました。今後、市長と教育委員会が力

を合わせ相互の連携を図ることで、双方の意向が反映された教育行政の推進が期待され

ます。 

 また、少子高齢化の進展による社会福祉に要する費用の増加や、生産年齢人口の減少

による市の税収減少など、本市の行財政運営は、一層厳しさを増していくことが予想さ

れます。そのため、教育分野においても、大変厳しい財政状況の下、限られた資源を今

まで以上に効果的かつ効率的に活用し、市長との連携を今まで以上に緊密にして、施策

に取り組んでいくことが求められます。 

 

 ５ 教員の世代交代と若⼿教員の育成 
 

 団塊世代の大量退職により、教員の年齢構成が大きく変わりつつあります。本市にお

いても、この数年間、経験豊富な教員が退職する中、次代を担うべき４０歳代の教員数

が少ないため、若手教員が学校運営を担わなければならない状況となっています。 

 学校現場において、経験豊富な教員がこれまで培ってきた教育理念や指導技術等を、

確実に４０歳代や３０歳代の中堅世代に引き継ぐことはもちろん、若い世代にも研修内

容を充実させることで、教育現場の指導力の維持向上に努める必要があります。 
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 ４ 教育⾏政における市⻑と教育委員会の連携 
 

 平成２７年４月、約６０年ぶりに教育委員会制度の抜本的な改革が行われました。 

 この改革により、市長と教育委員会がそれぞれの役割分担を踏まえつつ、相互に連携

を図りながら教育施策を進める仕組みが整備されました。今後、市長と教育委員会が力

を合わせ相互の連携を図ることで、双方の意向が反映された教育行政の推進が期待され

ます。 

 また、少子高齢化の進展による社会福祉に要する費用の増加や、生産年齢人口の減少

による市の税収減少など、本市の行財政運営は、一層厳しさを増していくことが予想さ

れます。そのため、教育分野においても、大変厳しい財政状況の下、限られた資源を今

まで以上に効果的かつ効率的に活用し、市長との連携を今まで以上に緊密にして、施策

に取り組んでいくことが求められます。 

 

 ５ 教員の世代交代と若⼿教員の育成 
 

 団塊世代の大量退職により、教員の年齢構成が大きく変わりつつあります。本市にお

いても、この数年間、経験豊富な教員が退職する中、次代を担うべき４０歳代の教員数

が少ないため、若手教員が学校運営を担わなければならない状況となっています。 

 学校現場において、経験豊富な教員がこれまで培ってきた教育理念や指導技術等を、

確実に４０歳代や３０歳代の中堅世代に引き継ぐことはもちろん、若い世代にも研修内

容を充実させることで、教育現場の指導力の維持向上に努める必要があります。 
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第３章 第⼀次計画の検証と今後の草加市の教育課題 

 １ 第⼀次計画の検証 
 

 第一次計画（平成２４年度～平成２７年度）では、「生きる力を共に教え育てる草加

の教育」を基本理念に掲げ、それを踏まえた５つの基本目標の下に１５の施策と５６の

主な取組を設定し、様々な事業に取り組んできました。 

 また、１５の施策には、計画当初は１６の成果指標を設定し、その後、指標の見直し

をする中で新たに８の成果指標を追加し、それぞれの施策の進捗状況を検証してきまし

た。 

 各施策の主な取組は着実に進められ、平成２６年度末現在における成果指標の達成状

況は、指標設定時の数値から平成２７年度の目標値を達成しているものが１３、目標値

に向けて上昇しているものが６となっています。 

 目標値を達成している１３の成果指標のうち、１００％を目標値としていた施策につ

いては内容の充実を目指して取組を進め、それ以外の施策についても更に指標の数値を

伸ばすことを目指して取組を進めています。 

 ここでは、第一次計画で示した解決・改善を図るべき主な教育課題について、平成 

２６年度末現在までに取り組んできた成果と今後の課題を示します。 

 

    

施策の⽅向ごとの成果指標に係る進捗状況
達成
状況

１―１ 学ぶ⼒を伸ばす児童⽣徒の育成 「草加っ⼦の基礎・基本」
基礎学⼒が定着している割合

93.05% 93.50% 92.34% 93.00%

１―２ ⼼豊かな児童⽣徒の育成 「草加っ⼦の基礎・基本」
規律ある⽣活が定着している割合

86.55% 86.50% 89.90% 87% ○

不登校児童⽣徒在籍率
（不登校児童⽣徒数／全児童⽣徒数）
①⼩学校 ②中学校

①0.22%
②2.32%

①0.25%
②2.65%

①0.43％
②2.73％

①0.17%
②2.47%

１―３ 健康でたくましい児童⽣徒の育成 「草加っ⼦の基礎・基本」
健康・体⼒の項⽬が維持・向上している割合
（新体⼒テスト総合評価ABCの割合）

81.30% 80.50% 80.30% 82.50%

学校給⾷における市内産農産物の使⽤量（累計）
64.8t 91.8t 115.8ｔ 120t

１―４ きめ細かな特別⽀援教育の充実 特別⽀援学級設置状況
（特別⽀援学級設置数/全⼩中学校数）

30/32校 30/32校 31/32校 32/32校

１―５ ⼀⼈ひとりに応じた就学⽀援の充実 ⼊学準備⾦・奨学資⾦返済率（現年度）
― 91.40% 91% 90% ○

２―１ 計画的な学校教育施設整備の推進 ⼩中学校施設維持管理率
（修繕整備対応件数/修繕・整備が必要な件数）

91.30% 92.90% 92.60% 93%

耐震補強⼯事実施率
100% 100% 100% 100% ○

２―２ 魅⼒ある教育環境の推進 ⻄館利⽤者数（年度累計）
― 621⼈ 700⼈ 740⼈

３―１ 家庭・地域の教育⼒の向上 「親の学習」講座の実施⼩中学校数
― 6校 32校 32校 ○

３―２ 組織⼒を⽣かした学校経営の推進 学校評価におけるA評価の割合
― 36.6% 37.9% 40%

３―３ ⼦ども教育の連携の推進 中学校と交流・連携が⾏われている⼩学校の割合
― 85.7% 100% 100% ○

⼩学校と交流・連携が⾏われている中学校の割合
（交流・連携を⾏っている⼩中学校数/市内の⼩中学
校数）

― 100% 100% 100% ○

幼稚園・保育園と交流・連携が⾏われている⼩学校
の割合

95.20% 100% 100% 100% ○

⼩学校と交流・連携が⾏われている幼稚園・保育園
の割合（交流・連携を⾏っている幼稚園・保育園数/
市内の幼稚園・保育園数）

― 90.70% 94.90% 95%

４―１ ⽣涯をとおした多様な学習機会の充実 ⽣涯学習基本計画達成度（第⼆次⽣涯学習基本構
想・基本計画の進捗状況調査による達成度）

83.90% 88.76% 91.01% 80.00% ○

４―２ ⽣涯学習施設の整備とネットワーク化
の推進

公⺠館利⽤者数
559,030⼈ 580,688⼈ 592,576⼈ 580,000⼈ ○

図書館利⽤者貸出数
1,349,836冊 1,290,470冊 1,196,519冊 1,462,000冊

４―３ ⽂化遺産の発掘・保存等の計画的継続
的な取組の推進

歴史⺠俗資料館来館者数
15,497⼈ 14,352⼈ 16,238⼈ 14,500⼈ ○

５―１ 学校⼈権教育の推進 児童⽣徒の⼈権課題認識度
91.50% 93.2% 96.3% 93% ○

⼈権教育・啓発事業等の参加率
53% 72.9% 70.0% 48% ○

５―２ 社会⼈権教育の推進 ⼈権教育・啓発事業等の参加者数
― 2,364⼈ 2,924⼈ 2,500⼈ ○

※平成２４年度実績値が空欄の指標については、第⼀次計画策定時には未設定であったが、新規に設定した指標
※表中の〇印は、平成２７年度⽬標値を達成していることを⽰しています。

施策の⽅向 成果指標 実績値
(平成24年度)

実績値
(平成25年度)

実績値
(平成26年度)

⽬標値
(平成27年度)
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学 校 教 育 

 

 ◇ 学 ⼒ の 向 上 に つ い て  

 これまでの取組 
  子どもたちの学力の向上を最重要課題の一つとしてとらえ、子どもたちの学習の実

態等を多面的な視点から分析し、その取り組むべき方向性や方法等を明らかにし、具

体的な目標を定め、その達成に向けて取り組んできました。 

 

 検証 
  「教育に関する３つの達成目標✪」の取組に係る効果の検証結果を経年変化で見ると、

中学校国語について達成率の低下が見られるものの小学校国語・算数、中学校数学に

おいて正答率が伸び、基礎・基本の定着が着実に進んでいる様子がうかがえます。 

  埼玉県学力・学習状況調査✪の結果から見ると、小学校５年生、中学校２年生とも県

平均を下回っているものの、県平均との差は着実に縮まっています。特に、英語につ

いては、平成２７年度に県の平均を上回りました。 

 

 今後の課題 
  今後も、基礎・基本の定着に継続的に取り組むとともに、思考力・判断力・表現力

を含めた学力の向上を目指し、授業改善を中心に取り組む必要があります。また、子

どもたちが自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的・協働的に探究し、学びの成

果等を表現し、更に実践にいかす力を身に付けることのできる指導法の工夫が求めら

れます。 

 

 ◆ 基礎学力が定着している割合  

 
   小学校全学年 国語     小学校全学年 算数     中学校全学年 国語     中学校全学年 数学 

     

 
                  （Ｈ２３～Ｈ２５ ３つの達成目標 検証問題／※Ｈ２６は実施なし） 

第３章 第一次計画の検証と今後の草加市の教育課題 

 

 

 ◆ 草加市と埼玉県の児童生徒の教科別平均点の変化 

 
    小学校５年生 国語      小学校５年生 算数      小学校５年生 2科平均 

    

 

    中学校２年生 国語       中学校２年生 数学      中学校２年生 英語        中学校２年生 3科平均 

     
 

 

     （Ｈ２３～Ｈ２５ 埼玉県小・中学校学習状況調査／Ｈ２７ 埼玉県学力・学習状況調査／※Ｈ２６は実施なし） 
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 ◇ 学 習 意 欲 の 向 上 に つ い て  

 これまでの取組 
  各学校の「学力向上プラン✪」を基に、指導方法を改善し、児童生徒の興味や関心を

引き付ける工夫を行い、児童生徒への的確な指導を進めてきました。 

  また、児童生徒の実態に基づいた教材等を活用し、児童生徒の学習意欲を引き出す

ための独自の取組を実施してきました。さらに、児童生徒の読書活動への意欲を高め

るため、各学校で全員が一斉に読書する時間や場の充実に取り組みました。 

 

 検証 
  埼玉県学力・学習状況調査✪の児童生徒質問紙調査から見ると、「勉強が好きだ」と

回答する児童生徒の割合が着実に増えている様子がうかがえます。しかし、「勉強は大

切だと思う」と回答する児童生徒の割合と比較すると、「好きだ」と回答する割合が低

いことが課題です。 

  また、「社会で役立つよう勉強したい」に対しては、小中学生とも県の平均に近づき

ました。「分からないことでも自分の力で答えを見付けられるよう、勉強したい」に対

しては、平成２５年度までは上昇していましたが、平成２７年度は下降しました。 

 

 今後の課題 
  今後も、児童生徒が必要だと考えている学習を、更に意欲的に取り組むことができ

るよう、指導法や指導形態の工夫、学習規律の確立、教材教具の工夫、また、図書室

やＩＣＴ✪を含めた学習環境の整備を進める必要があります。 

 

 ◆ 草加市と埼玉県の児童生徒の勉強に対する意識の変化 

 

   ①勉強が好きだ 

 

     
 
  

小学校５年生 中学校２年生

第３章 第一次計画の検証と今後の草加市の教育課題 

 

 

   ②勉強は大切だ 

 

     

 

   ③ふだんの生活や社会に役立つよう、勉強したい 

 

     

 

   ④分からないことでも自分の力で答えを見付けられるよう、勉強したい 

 

     

 

                

   （Ｈ２３～Ｈ２５ 埼玉県小・中学校学習状況調査／Ｈ２７ 埼玉県学力・学習状況調査／※Ｈ２６は実施なし） 

  

小学校５年生 中学校２年生

小学校５年生 中学校２年生

小学校５年生 中学校２年生
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 ◇ 規 範 意 識 の 向 上 に つ い て  

 これまでの取組 
  心豊かな児童生徒の育成を目指し、「知・徳・体」のバランスのとれた育成を目指し

た取組を進めてきました。特に、「徳」における基礎・基本については、道徳の授業を

中心に更なる徹底を図るための取組を行いました。 

 

 検証 
  「教育に関する３つの達成目標✪」の取組に係る効果の検証としての児童生徒質問紙

調査から見ると、「登校時刻を守る」「「はい」とはっきり返事をする」「清掃や美化活

動に取り組む」ことなどが向上している様子がうかがえます。一方、「先生の話や友達

の発表をしっかり聞き、自分の考えを伝えることができる」ことの割合が、向上して

はいるものの８０％に達していないことが課題です。 

 

 今後の課題 
  今後も、規範意識の向上に向けて、「時を守り、場を清め、礼を正す」などの重点化

を図った取組を行うことや、児童生徒が「時」と「場」に応じた適切な行動がとれる

よう、学校生活全般の中で適宜指導していくことが求められます。 

 

 ◆ 草加市と埼玉県の児童生徒の規律に対する意識の変化 

 
 
 

 

 
 
     

     

  

①通学班の集合時刻や登校時刻
を守ることができる 

②名前を呼ばれたら「はい」とは
っきり返事をすることができる

小学校５年生 

第３章 第一次計画の検証と今後の草加市の教育課題 

 

 

 

 

     

     

 
 
 
 
 
 
  

    

    
 

     

    

 

 

   （Ｈ２３～Ｈ２５ 埼玉県小・中学校学習状況調査／Ｈ２７ 埼玉県学力・学習状況調査／※Ｈ２６は実施なし） 

③先生の話や友達の話をしっかり
聞き、自分の考えを伝えること
ができる 

④進んで掃除をし、学校をきれい
にすることができる 

①登校時刻を守ることができる ②名前を呼ばれたら「はい」とはっ
きり返事をすることができる 

③先生の話や友達の話をしっかり聞
き、自分の考えを伝えることがで
きる 

④進んで掃除や美化活動に取り組
み、学校をきれいにすることが
できる 

中学校２年生 
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 ◇体⼒・運動能⼒の向上について  

 これまでの取組 
  「草加っ子の基礎・基本✪」をより定着させるため、「知・徳・体」のバランスのと

れた育成を目指して、取組を進めてきました。特に、「体」における基礎・基本につい

ては、体育の授業を中心に更なる徹底を図り、児童生徒の体力・運動能力✪の向上を目

指してきました。 

 

 検証 
  新体力テスト✪では、全体としては、学年が上がるにつれて体力・運動能力✪は向上

しているものの、県平均に比べるとやや低い水準にあります。握力については、小学

校で県平均を上回っているものの、中学校では県平均を下回っています。５０ｍ走は

全体に県平均を下回っていますが、平成２６年度に記録が伸びており、下降傾向に歯

止めがかかってきています。 

 

 今後の課題 
  今後も、学校体育における確かな技能の習得と体力・運動能力✪の向上に向けた指導

の充実に努めるとともに、業前・業間運動の実施や運動部活動の推進など、運動の習

慣化を図るための各校の継続的な取組を支援し、児童生徒の体力・運動能力✪の向上を

目指す必要があります。 

  

第３章 第一次計画の検証と今後の草加市の教育課題 

 

 

 ◆ 草加市と埼玉県の新体力テスト平均値の比較 

 

   ①握力 

 
 

       

 

       
 

   ②５０m走 

 
 

       

 

        
 
  

小学校５年生 男子 小学校５年生 女子 

中学校２年生 男子 中学校２年生 女子 

小学校５年生 男子 

中学校２年生 男子 中学校２年生 女子 

小学校５年生 女子 
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 ◇児童⽣徒の不登校及びいじめ等の問題⾏動への⽀援について  

 これまでの取組 
  電話・面談・学校訪問等による教育相談をとおして、各学校の実態を踏まえた生徒

指導に関する支援に取り組み、適切な助言を行ってきました。学級支援員の小学校配

置、さわやか相談員とスクールカウンセラーの中学校配置、学校支援指導員、スクー

ルソーシャルワーカー、臨床心理士等の小中学校派遣を含め、発達上や生徒指導上の

課題のある児童生徒、虐待等が疑われるケース等、一人ひとりの支援の充実を図って

きました。さらに、適応指導教室の運営の充実及び増設に取り組み、不登校児童生徒

への適切な支援に努めてきました。いじめの根絶に向けては、条例を制定し、草加市

いじめ問題対策連絡協議会、草加市いじめ問題調査対策委員会を設置しました。また、

各校においてもいじめの根絶を最重要課題として取り組んできました。 

 

 検証 
  教育支援室の教育相談状況からは、友人関係に関する相談が最も多いものの、その

ほかの相談項目は多岐にわたり、児童生徒及びその保護者が抱える問題の複雑さがう

かがえます。 

  不登校児童生徒発生率は、年々減少する傾向にありましたが、平成２５・２６年度

には再び上昇するという結果となりました。 

 

 今後の課題 
  今後も、不登校、いじめや暴力行為等の問題行動の解消に向けて、各学校が家庭と

連携を密に図りながら、必要に応じて教育委員会、市長部局、関係諸機関が連携・支

援していく体制を強化していくことが求められます。 

 

 ◆ 草加市内中学生の相談人数       
 

 （平成２６年度）  
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 ◆ 草加市と埼玉県の不登校児童生徒の割合 
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 ◇きめ細かな特別⽀援教育の充実について  

 これまでの取組 
  障がいのある児童生徒の可能性を広げるため、学校内の支援体制や特別支援学級の

設置及び担当教員の育成に積極的に取り組むなど、きめ細かな特別支援教育✪を行って

きました。 

 

 検証 
  平成２７年度までに、全小中学校に特別支援学級を設置するという目標設定を行い、

平成２６年度には全中学校に特別支援学級を設置し、さらに未設置校であった長栄小

学校についても設置の決定がなされました。また、通級指導教室✪においても、平成 

 ２４年度に発達障害・情緒障害通級指導教室を栄中学校に新設、栄小学校に１教室増

設し、障がいのある児童生徒の多様化する教育的ニーズに対応してきました。 

 

 今後の課題 
  今後も、発達障害を含む障がいのある児童生徒の多様化する教育的ニーズに対応で

きるよう、校内支援体制の整備を図り、特別支援教育✪をより一層推進していく必要が

あります。また、一人ひとりのニーズに応じた適切かつ必要な支援及び指導が図れる

よう、特別支援学級等の担当教員の育成並びに全教員の特別支援教育✪に係る指導力の

向上に取り組む必要があります。 

  なお、特別支援学校が担っているセンター的機能を活用するなどその専門性をいか

し、埼玉県立草加かがやき特別支援学校✪と更なる連携を図る必要があります。 

 

 ◆ 草加市における特別支援学級設置状況の推移 （知・情の合計数のみ右側の数値を参照） 
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 ◆ 草加市における特別支援学級在籍児童生徒数等の推移 
 
     ①特別支援学級在籍児童生徒数            ②通級指導教室活用児童生徒数 

       

 

 ◇⼤規模改修等の施設環境整備について  

 これまでの取組 
  学校施設は、子どもたちの日中活動の場であることから、安全で快適な環境である

ことが重要です。草加市内の小中学校は築３０年を超える建物が多く、その老朽化が

課題となっており、大規模改修工事等を行ってきました。特に、トイレ環境の改善を

図ることが、快適な教育環境を確保する上で極めて重要となっているため、本市では、

平成２５年度からトイレ環境改善のための整備を行い、計画的にトイレの改修を行っ

ています。 

 

 検証 
  トイレ改修工事の対象となる箇所は６４箇所あり、平成２５年から平成２７年にか

けて、８校１０箇所のトイレ改修工事を実施してきました。平成２８年度においては、

３校３箇所のトイレ改修工事を実施する予定です。 

 

 今後の課題                  ◆ 草加市小中学校校舎等経過年数 
  今後も、引き続き計画的なトイレ環境の 

 整備を行い、小中学校における教育環境の 

 改善を図ることが求められます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                           （平成２７年７月１日現在） 
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 ◇若 ⼿ ・ 中 堅 教 員 の 育 成 に つ い て  

 これまでの取組 
  ベテラン教員が退職し若手教員が増加し、欠員補充や各種代員等、臨時的任用教員

が増加している現状を踏まえ、一人ひとりの資質・能力や年齢、各校の男女比等を加

味しながら、各学校の課題解決と教育の重点に直結する効果的かつ計画的な研修に努

めてきました。 

 

 検証 
  全国的な傾向として、小中学校ともに教員の若年齢化が進んでおり、今後は２０歳

代、３０歳代の若手・中堅教員が全体の半数以上を占めることとなります。 

  市内小中学校教員の年齢構成は、５５歳以上と３９歳以下に二極化しています。今

後５年以内には、二極化から３０歳から３４歳の若手・中堅教員が中心となる年齢構

成になります。 

 

 今後の課題 
  今後も、若手教員の授業力の育成とともに、若手教員を指導できる中堅教員育成の

必要があります。 

  教員としての指導力の向上のため、教員のライフステージに応じた、体系付けた研

修計画を確立し、教員研修の充実に取り組むことが求められます。 

 

 ◆ 草加市小中学校教員年齢の割合 

 

  

                          （平成２６年度） 
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 ◇⼦ども教育の連携の推進について  

 これまでの取組 
  草加市内の幼稚園・保育園・認定こども園・小学校・中学校（以下「幼保小中」と

いう。）における連携の状況は、各園・各校の個別の実施にとどまっていました。平

成２４年度に子ども教育連携推進室を設け、０歳から１５歳までを子どもたち一人ひ

とりが「生きる力✪」をはぐくむ大切な教育期間ととらえ、幼保小中及び家庭との連携

を推進するとともに、『目指す｢草加っ子」（草加市幼保小中教育指針）』✪など草加

市子ども教育プログラムを策定し、市内の幼保小中の交流・連携を支援しています。 

 

 検証 
  草加市内の幼保小中の連携の実施状況を見ると、交流・連携を実施している幼保小

中は、高い割合で推移し、校種の広がりを見せています。また、家庭との連携を含む

実施内容は多様さが増し、深まりを見せています。 

 

 今後の課題 
  今後も幼保小中が子ども教育プログラムを活用し、一体となって「草加っ子（１５

歳の姿）」をはぐくめるよう、子どもの発達段階を適切にとらえた交流・連携への支

援を一層図っていく必要があります。同時に、実効性を確保するために、家庭教育の

充実に向けた支援の必要があります。 

 

 ◆ 草加市における幼保小中の交流・連携の実施状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （草加市子ども教育の連携に関する教員・保育士アンケート調査） 
  

⼩学校と交流・連携が⾏われて 
いる幼稚園・保育園 

幼稚園・保育園と交流・連携が 
⾏われている⼩学校 

⼩学校と交流・連携が⾏われて 
いる中学校 

中学校と交流・連携が⾏われて 
いる⼩学校 



26 27

第３章 第一次計画の検証と今後の草加市の教育課題 

 

26 
 

生 涯 学 習 

 ◇地域性をいかした学習機会の提供について  

 これまでの取組 
  そうか市民大学✪や公民館における各種講座・事業等の充実を図るとともに、新里文

化センターの開設及び栄小学校一般開放施設の運営開始、公民館や平成塾✪を中心とし

た自発的なサークル活動や交流の場の整備により、市民が主体的に生涯学習を行える

環境づくりを推進しました。 

  また、生涯学習体験講座及び生涯学習フェスティバル等の実施をとおして、市民が

学習の成果をいかせる指導者バンク制度の活性化を進めました。 

 

 検証 
  平成２６年に実施した「草加市生涯学習市民アンケート」では、「これまでの生涯学

習活動に満足しているか」の問いに、公民館利用者の９割超が「満足している」との

回答があり、これまでの市の生涯学習推進の取組の評価が表れています。 

 

 今後の課題 
  今後も、市民の高い学習意欲に応える魅力ある講座を実施するとともに、生涯学習

情報提供サイトの充実を図り、あらゆる機会に、あらゆる場所で学習し、その成果を

いかせる仕組みづくりを更に推進していく必要があります。 

 

 ◆ 草加市生涯学習市民アンケート調査状況（平成２６年度） 
 

  ①「これまでの学習活動に満足しているか」 

 

    ■無作為回収                      ■公民館回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらか 
といえば 
満⾜して 
いない 

満⾜して 
いない 

わからない 

39%

48%

7%

2% 4%

どちらか 
といえば 
満⾜して 
いる 

満⾜して 
いる 

54%42%

4%
0% 0%

どちらか 
といえば 
満⾜して 
いない

満⾜して 
いない 

わからない 

どちらか 
といえば 
満⾜して 
いる

満⾜して 
いる 
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41%

4%

44%

11%

25%

7%
22%

12%

6%

13%

11%
4% 0%

  ②「生涯学習をしてみたい理由」 

 

    ■無作為回収                      ■公民館回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知識や教養 
を⾼め、⼈ 
⽣を豊かに 
する為 

資格の取得 
など現在の 
仕事や転職 
に役⽴てる 
為 

健康の維持 
・増進の為 家庭や⽇常 

⽣活に役⽴ 
てる為 

地域活動や 
社会貢献に 
活⽤する為 

⾃由時間を 
有効に活⽤ 
する為 

他の⼈と親 
睦を深めた 
り、仲間を 
⾒つける為 

その他 

健康の維持 
・増進の為 

知識や教養 
を⾼め、⼈ 
⽣を豊かに 
する為 

家庭や⽇常 
⽣活に役⽴ 
てる為 

資格の取得 
など現在の 
仕事や転職 
に役⽴てる 
為 

学ぶことが 
好きな為 
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 ◇ 図 書 館 利 ⽤ 者 貸 出 数 に つ い て  

 これまでの取組 
  図書館利用者の増加を図るため、蔵書資料等の整備・充実を進めるとともに、各種

文化事業の開催及びＰＲ活動を行うことで、新たな利用者の掘り起こしに努めてきま

した。 

  また、地域分館的機能を担う市内の２１全小学校校及び６公民館・文化センターと

の図書館ネットワークの充実に努め、市内全域での利便性が向上した結果、各小学校

及び公民館・文化センターでの利用者の増加を図ることができました。 

 

 検証 
  少子高齢化が進む中で読書対象者の減少に加え、高度情報化に伴う情報の電子化に

よる読書離れが進行しつつあり、その回復が全国的な課題となっています。 

  本市においても同様に、利用の減少傾向が見られます。しかしながら、図書館利用

を広く検証した場合に、インターネットによる図書館サイトへのアクセス件数、文化

事業への参加人数及びレファレンス件数等のいずれも増加傾向にあり、市民の図書館

利用の方法に、一定の変化を見ることができます。 

 

 今後の課題 
  今後も、市民にとって魅力ある蔵書構成に努め、既に取り組んでいる障がい者サー

ビスに加えて、少子高齢化社会に対応した次世代の利用者を育てるため、親子を対象

とした読み聞かせ活動や読書相談を推進するほか、大活字本を更に充実させることで

高年者の読書ライフを支援する必要があります。また、高度情報化社会に対応するた

め、インターネットを介した新たなサービスの導入及び各種データベースの活用が求

められます。 

  また、利用促進を図る上で快適な読書環境  ◆ 中央図書館利用者貸出数の推移 

 の整備が欠かせないことから、中央図書館の 

 経年劣化に伴う修繕及び更新を計画的に実施 

 する必要があります。 

  さらには、図書館ネットワークの運営方法 

 及び内容を検討し充実させることで、地域に 

 おける図書利用の一層の促進が求められます。 

 
 

1,290,470 冊 
1,196,519 冊

1,349,836 冊 1,366,539 冊

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度
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 ◇⽂化財の保護及び⽂化財の活⽤について  

 これまでの取組 
  国指定名勝「おくのほそ道の風景地 草加松原」や国登録有形文化財「藤城家住宅

店舗・内蔵・外蔵」を始めとする文化財の新規指定・登録をとおして、歴史的・文化

的遺産の保存・継承の取組を推進するとともに、広く市民の関心を高め、理解を得て

まいりました。 

  また、生涯学習課及び歴史民俗資料館の組織体制の充実により、文化財保護体制の

拡充を図りました。 

  なお、文化財保護施設である歴史民俗資料館における企画展及び歴史講座の開催や

『草加市の歴史と文化財ハンドブック』の発行等により、文化財保護意識の醸成を図

りました。 

 

 検証                   
  歴史民俗資料館の入館者数、収蔵資料点数はともに堅調に伸びてきており、資料館

の企画事業や館の適切な管理の取組の成果が表れています。 

 

 今後の課題                  
  今後も、歴史民俗資料館の展示・収蔵の在り方を見直し、膨大な量の古文書類の整

理を進めるための収蔵施設の整備について検討する必要があります。 

 

 ◆ 歴史民俗資料館来館者数の推移       ◆ 歴史民俗資料館収蔵資料点数の推移 
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人 権 教 育 

 ◇ ⼈ 権 研 修 会 の 充 実 に つ い て  

 これまでの取組 
  人権に関する歴史や様々な課題について教科、領域等で発達段階に応じて学ぶこと

で、児童生徒の人権意識を高めてきました。また、豊かな人権感覚を身に付けるため、

各学校において人権に関する作文や標語に取り組んできました。 

  なお、平成２５年度から、「いじめ撲滅サミット✪」を開催し、いじめを許さない意

識や態度の高揚に努めてきました。 

 

 検証 
  全国学力・学習状況調査✪の児童生徒質問紙調査から見ると、「人の気持ちが分かる

人間になりたいと思いますか」には、小中学生とも９４％以上が「なりたい」と答え、

「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」には、小中学生とも

９３％以上が「いけない」と答えています。このことから、人権に関する意識の高揚

に係る取組の成果が表れていることがうかがえます。 

 

 今後の課題 
  今後も、人権・同和問題について、教職員の研修会を今まで以上に充実させ、児童

生徒の人権意識の高揚に資する必要があります。また、「いじめ撲滅サミット✪」の成

果を全校に広げ、児童生徒全員がいじめを許さない意識や態度が身に付けられるよう

な取組を推進していく必要があります。 

 

 ◆ 全国学力・学習状況調査のアンケート結果 
 

   ①人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか 

 

       

≪小学校≫ ≪中学校≫

H23    H24   H25  H26H23      H24     H25     H26
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   ②いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか 

 

       
  

≪小学校≫ ≪中学校≫

H23      H24     H25     H26 H23    H24   H25  H26
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 ２ 今後の草加市の教育課題 
 

 第一次計画の検証の結果、引き続き課題となる項目や新たに取り組むべき課題は、次

のとおりです。 

 なお、平成２６年度に行われた草加市民アンケートでは、草加市の小中学校教育や生

涯学習で力を入れていくべきこととして、小中学校教育では「いじめ問題への取組」「体

力・運動能力✪の向上」「学力の向上」、生涯学習では「学びやすい学習環境の整備」

「各種講座・教室等学習機会の充実」「子育て支援のための学習の充実」、人権教育で

は「人権意識の高揚」という項目が多くなっています。 

 

解決及び改善を図るべき教育課題 第５章ページ
参照

⼦ 

ど 

も 

教 

育 

・学⼒の向上 ※ 

・学習意欲の向上 

・規範意識の向上 

・児童⽣徒の不登校、いじめ問題の解消 ※ 

・体⼒・運動能⼒✪の向上 ※ 

・⾷育（健康な体づくり）の推進 

・「草加っ⼦の基礎・基本✪」の定着 

・児童⽣徒の問題⾏動に対する指導の充実 

・体験活動の充実 

・きめ細かな特別⽀援教育✪の充実 

・組織⼒をいかした学校経営 

・教員の指導⼒の向上及び若⼿・中堅教員の育成 

・教員が⼦どもと関わり合える時間の確保 

・⼦ども教育の連携の推進 

・学校施設の⾮構造部材✪の耐震化の推進 

・⼤規模改修等の施設環境の整備 

・⼩中学校の安全対策の充実 

・学校・家庭・地域の連携 

４６〜５２
４６〜５２
５４〜５７
５４〜５７
５８〜６１
５８〜６１
４６〜６１
５４〜５７
５８〜６１
６２・６３
７４〜７６
７４〜７６
４６〜５２
７８〜８１
６６・６７
６６・６７
６６・６７
７０〜８１

⽣ 
涯 
学 
習 

・学びの環境づくり（学びやすい学習環境の整備） ※ 

・学びの輪を広げる（各種講座・教室等学習機会の充実） ※ 

・学びをいかす⼈づくり（⼦育て⽀援のための学習の充実） ※ 

・⽣涯学習施設の整備 

・⽂化財保護意識の⾼揚 

・⽂化財保護体制の確⽴ 

８２・８３
８２・８３
８２・８３
８４・８５
８６・８７
８６・８７
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⼈ 
権 
教 
育 

・⼈権意識の⾼揚 ※ 

・⼈権啓発の推進 

・⼈権研修会の充実 

８８〜９０
８８〜９０
８８〜９０

  ※印は、平成２６年度草加市⺠アンケートで回答の多かった課題 


